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－
有
効
視
野
の
役
割
を
中
心
に
i

苧
　
阪
　
直
　
行

は
じ
め
に

　
人
問
は
視
覚
的
動
物
で
あ
り
、
視
覚
を
介
し
て
受
け
と
る
外
界
の
意
味
的
情
報
に
は
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
文
（
テ
キ
ス
ト
）
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
処
理
に
は
読
み
（
話
p
象
轟
）
と
い
う
知
的
な
清
麗
処
理
活
動
が
伴
う
。
読
み
に
は
文
字
な
ど
の
初
期
刺
激
パ
タ
ン
の

特
徴
抽
出
過
程
と
、
そ
れ
に
続
く
（
或
い
は
並
列
的
に
進
行
す
る
）
言
語
処
理
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。
読
み
に
と
っ
て
言
語
処
理
過
程
の

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

核
と
な
る
意
味
制
約
性
や
文
脈
依
存
性
の
研
究
も
重
要
な
研
究
課
題
で
は
あ
る
が
、
　
一
方
で
は
初
期
の
文
字
認
知
過
程
の
研
究
も
な
お
ざ

り
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
特
に
読
み
の
初
期
視
覚
情
報
処
理
の
過
程
に
問
題
を
限
定
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
他
の
感
覚
器
官
に
は
な
く
、
眼
の
み
が
有
す
る
殿
下
の
特
徴
は
、
外
界
を
網
膜
上
に
写
し
取
る
受
容
器
宮
と
し
て
の
働
き
と
、
外
界
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
能
動
的
な
探
索
器
官
と
し
て
の
働
き
の
二
重
性
に
あ
る
。
こ
の
二
重
性
に
於
て
受
容
と
探
索
の
機
綱
が
相
矛
盾
せ
ず
適
応
的
・
調
和
的

に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
洗
練
さ
れ
た
眼
球
運
動
機
構
が
介
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
心
の
働
き
が
、
眼
球
の
運
動
軌
跡
に
含
意

さ
れ
る
と
き
、
饅
は
心
の
窓
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
目
の
動
き
と
情
報
処
理
が
読
み
の
過
程
で
表
裏
一
体
の
対
応
関
係
に
あ

る
と
仮
定
す
れ
ば
、
観
察
し
た
眼
球
運
動
（
Φ
《
①
　
ヨ
O
く
の
口
舜
O
⇒
θ
ω
）
の
蒔
空
間
的
軌
跡
が
清
報
処
理
の
時
空
聞
的
パ
タ
ン
と
あ
る
種
の
対
応

関
係
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
眼
は
テ
キ
ス
ト
か
ら
情
報
を
受
入
れ
、
文
字
の
形
態
の
検
出
や
単
語
の
意
味
の
抽
出
を

し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
手
掛
り
に
し
て
直
ち
に
テ
キ
ス
ト
の
次
の
凝
視
位
置
や
停
留
時
間
を
決
定
し
て
ゆ
く
と
い
う



高
｛
度
な
読
み
の
処
理
系
を
も
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
読
み
の
心
理
機
制
は
眼
球
運
動
の
時
空
間
軌
跡
の
解
析
と
、
精
神
物
理
学
的
分
析
に
よ
っ
て
検
討
可
能
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
ま
ず
、
典
型
的
な
読
み
の
初
期
視
覚
情
報
処
理
の
過
程
が
ど
の
よ
う
な
生
理
光
学
的
制
約
の

な
か
で
達
成
さ
れ
安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
眼
球
の
運
動
特
性
を
指
標
に
し
て
検
討
し
、
そ
れ
が
読
み
に
お
け
る
視
野
の
範

囲
（
の
℃
彗
。
｛
蓮
田
ヨ
σ
q
）
と
如
何
な
る
関
連
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
評
価
測
度
と
し
て
、
眼
球
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

凝
視
時
間
（
主
筆
8
目
貫
鑑
0
5
）
や
サ
ッ
ケ
ー
ド
運
動
の
距
離
（
鴇
8
巴
①
δ
薦
簿
）
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
次
に
、
日
本
語
テ
キ
ス
ト

を
構
成
す
る
文
宇
の
読
み
や
す
さ
（
囲
⑦
σ
q
一
σ
出
一
僅
団
）
を
精
神
物
理
学
的
手
続
を
通
し
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

一
　
制
限
視
野

　
　
　
さ
て
、
全
視
野
の
九
割
以
上
を
占
め
る
周
辺
視
野
で
は
、
モ
ノ
は
明
瞭
に
は
見
え
な
い
な
ど
と
い
う
記
述
を
、
例
え
ば
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ

　
　
の
論
文
な
ど
で
見
出
す
時
、
我
々
は
不
思
議
な
気
持
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
目
を
開
け
れ
ば
眼
前
の
対
象
は
リ
ア
ル
な
実
在

　
　
と
し
て
、
ほ
ぼ
全
視
野
を
埋
め
尽
く
し
て
お
り
、
し
か
も
安
定
し
た
確
実
な
視
世
界
を
現
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
ま
．
た
、
見
る
人
の
意
識
作
用
の
上
で
も
、
世
界
が
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
て
い
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
一
点
を
凝
視

　
　
し
て
、
視
野
周
辺
に
散
在
す
る
対
象
を
改
め
て
周
辺
視
で
観
察
し
よ
う
と
す
る
と
、
と
た
ん
に
安
定
し
た
世
界
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
さ

　
　
ら
に
、
エ
ン
ピ
ツ
の
先
で
紙
に
小
濁
を
穿
ち
、
そ
こ
か
ら
制
限
視
野
の
も
と
で
世
界
を
観
察
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
室
内
を
歩
き
回
っ
て

　
　
み
る
と
、
思
い
が
け
ず
壁
や
机
に
ぶ
つ
か
り
、
，
行
動
に
著
し
い
障
害
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
机
上
の
テ
キ
ス
ト
は
何
と
か
読
む

　
　
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
経
験
的
事
実
は
、
周
辺
視
や
眼
球
運
動
が
行
動
空
間
の
安
定
的
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

　
　
　
　
（
4
）

　
　
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
周
辺
視
野
は
眼
球
運
動
に
よ
っ
て
、
時
空
間
的
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
視
野
の
時
空
間
的

　
　
重
な
り
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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六

　
制
限
視
野
下
の
認
識
と
行
動
の
変
容
に
関
す
る
観
察
で
は
、
視
野
を
狭
め
た
と
き
最
初
に
失
な
わ
れ
る
の
は
、
遠
近
、

別
と
共
に
凝
視
点
近
傍
で
の
微
妙
な
空
間
定
位
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

二
周
辺
視
と
読
み

前
後
な
ど
の
区

　
対
象
を
網
膜
の
中
心
窩
（
8
〈
8
“
視
角
直
径
水
平
約
五
度
、
垂
直
約
二
・
五
度
）
で
注
視
す
る
こ
と
を
中
心
視
（
h
。
く
Φ
曵
ゑ
ω
一
9
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
い
、
そ
れ
以
外
の
網
膜
部
位
で
み
る
こ
と
を
周
辺
視
（
b
①
ユ
喜
㊦
響
く
或
9
）
と
い
う
。
視
覚
的
認
識
の
基
礎
と
な
る
視
力
に
対
応
す
る

空
問
解
像
度
は
網
膜
の
中
心
窩
に
於
い
て
最
も
優
れ
て
お
り
、
網
膜
周
辺
部
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
急
激
に
劣
化
し
て
ゆ
く
（
苧
阪
・
網

点
八
三
）
。
中
心
窩
視
力
を
基
準
と
す
る
と
、
耳
側
視
野
で
は
視
力
は
偏
心
度
二
・
五
度
で
、
五
〇
％
、
　
一
〇
度
で
二
五
％
程
度
に
も
低

下
す
る
。
読
み
に
必
要
と
さ
れ
る
視
野
の
範
囲
は
比
較
的
小
さ
い
と
想
像
さ
れ
、
し
ば
し
ば
傍
中
心
窩
（
冨
獲
8
く
8
”
視
角
直
径
約
八
度

ま
で
の
範
囲
）
に
お
け
る
情
報
処
理
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
空
間
解
像
度
の
点
か
ら
も
、
中
心
窩
視
力
に
対
し
五
〇
％
以
下
の
視
力

を
与
え
る
視
野
領
域
を
全
て
周
辺
視
機
能
を
も
つ
と
考
え
る
の
で
、
傍
中
心
窩
視
野
も
周
辺
視
野
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
周

辺
視
は
読
み
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
辺
視
が
次
の
テ
キ
ス
ト
上
の
凝
視
の
移
動
位
置
の
決
定
、
つ
ま
り

サ
ッ
ケ
ー
ド
の
距
離
を
決
め
る
の
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
国
。
。
ぎ
震
α
q
”
お
ざ
…
勺
。
仁
ぎ
P
一
⑩
露
…
寄
管
①
ぴ

お
胡
）
。
そ
れ
は
、
「
読
み
手
が
あ
る
文
字
を
凝
視
し
て
い
る
時
、
周
辺
視
野
か
ら
抽
出
さ
れ
る
有
効
な
情
報
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」

（
カ
9
《
降
①
噌
”
　
一
〇
刈
α
）
と
い
う
問
題
提
起
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
有
効
な
情
報
と
は
単
語
の
長
さ
、
形
態
、
初
頭
文
字
、
終
了
文
字
な
ど

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
周
辺
視
情
報
を
用
い
て
読
み
手
は
効
率
の
良
い
読
み
を
達
成
維
持
す
る
の
で
あ
る
（
Ω
一
σ
ω
O
嵩
　
偽
帆
　
H
駈
①
〈
一
コ
　
　
知
り
刈
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
）
。
ま

た
、
改
行
運
動
時
の
初
頭
文
字
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
に
は
、
サ
ッ
ケ
ー
ド
運
動
の
距
離
が
長
い
だ
け
に
、
周
辺
視
に
よ
る
方
向
定
位
が

重
要
な
手
掛
り
と
な
る
Q
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本
邦
に
於
て
国
語
文
の
読
み
を
眼
球
運
動
と
の
連
関
に
於
て
検
討
し
た
報
告
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
（
年
代
順
に
、
元
良
（
一
八
九

五
）
、
田
中
（
一
九
一
六
）
、
松
尾
（
一
九
一
九
）
、
久
保
（
一
九
二
五
）
、
大
伴
（
一
九
二
七
、
一
九
二
八
）
、
山
本
（
一
九
三
五
）
、
武
政

（
一
九
三
九
）
、
草
島
（
一
九
四
九
、
一
九
五
五
－
五
六
、
一
九
五
六
）
、
坂
本
（
一
九
七
一
）
、
岡
田
（
一
九
七
三
）
な
ど
）
、
な
か
で
も
一

九
五
〇
年
代
ま
で
の
田
中
、
武
政
や
草
島
の
包
括
的
な
読
書
心
理
の
研
究
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。
報
告
の
中
に
は
、
　
一
停
留
で
何
文
字
見

え
る
か
を
間
接
推
定
し
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
、
有
効
視
野
の
概
念
や
そ
の
範
囲
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
視
野
は
中
心
か
ら
視
野
縁
に
渡
っ
て
連
続
的
な
広
が
り
を
も
つ
が
、
生
理
学
的
に
も
心
理
学
的
に
も
非
等
質
で
あ
り
、
中
心
窩
か
ら
周

辺
視
野
に
渡
っ
て
あ
る
機
能
勾
配
を
も
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。
有
効
視
野
（
Φ
庸
Φ
O
叶
曰
く
①
　
＜
一
む
。
¢
餌
一
　
⇔
Φ
一
α
）
と
は
、
あ
る
課
題
の
遂
行
中
、
凝

視
時
に
有
用
な
情
報
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
視
野
領
域
で
あ
り
、
中
心
窩
視
野
を
中
心
と
し
て
一
定
の
広
が
り
を
も
つ
範
囲
を
さ
す
。
知

覚
の
範
囲
（
O
興
8
や
ε
艶
名
碧
）
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
領
域
は
想
像
以
上
に
小
さ
い
場
合
が
多
い
。
課
題
を
読
書
に
限
定
し

た
場
合
に
は
読
み
の
有
効
視
野
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
読
書
時
に
ペ
ー
ジ
を
埋
め
つ
く
す
多
く
の
語
を
一
瞥
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
信
じ
て
い
る
節
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
サ
ッ
ケ
ー
ド
運
動
と
い
う
高
速
眼
球
運
動
と
凝
視
停
留
を
繰
返
し
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
凝
視
領
域
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
や
単
語
の
情
報
を
抽
出
し
統
合
し
意
味
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
凝
視
点
の

逐
次
的
移
動
に
よ
っ
て
広
い
領
域
内
の
詳
細
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
認
知
的
負
荷
に
よ
っ
て
も
あ
る
遂
行
水
準
に
達
し
得
る
視
野
の
領
域
は
異
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
申
心
窩
に
高
度

な
負
荷
作
業
を
課
し
た
時
に
測
定
さ
れ
た
有
効
視
野
は
、
低
い
負
荷
作
業
を
課
し
た
時
の
半
分
近
く
に
狭
小
化
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
ぐ
く
一
一
一
｝
入
目
p
ω
サ
　
同
O
Q
◎
ゆ
）
。
つ
ま
り
、
あ
る
遂
行
水
準
の
維
持
に
必
要
と
さ
れ
る
視
野
領
域
の
広
さ
は
処
理
課
題
に
依
存
し
て
変
化
す
る

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
車
を
運
転
中
に
用
い
て
い
る
有
効
視
野
の
範
囲
は
読
書
に
要
す
る
有
効
視
野
よ
り
ず
っ
と
広
い
。
一
定
水
準
の
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八

92
5
　
注
意
を
配
分
し
得
る
領
域
と
い
う
意
味
で
注
意
の
範
囲
と
も
関
連
し
て
い
る
。

　
　
　
わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
有
効
に
利
用
し
て
い
る
視
野
領
域
は
読
書
で
は
意
外
に
狭
い
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
自
身
は
そ
れ
に

　
　
気
付
く
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
の
視
野
領
域
は
視
野
庶
母
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
正
確
に
測
定
で
き
る
。
視
野
を
制
限
し
て
読
書
す
る
、

　
　
と
い
う
の
は
聯
か
自
然
な
読
み
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
読
み
の
過
程
に
於
い
て
有
効
視
野
や
周
辺
視
が
担
っ
て
い
る
役
割
を

　
　
吟
味
す
る
た
め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
あ
る
。
そ
の
役
割
と
い
う
の
は
、
後
述
す
る
プ
レ
ビ
ュ
ー
領
域
に
お
け
る
読
み
の
前
処
理

　
　
な
ど
と
係
わ
っ
て
い
る
。
安
定
し
た
読
み
に
最
低
必
要
と
さ
れ
る
視
野
の
範
囲
を
知
る
こ
と
は
読
み
の
基
礎
過
程
を
研
究
す
る
上
で
も
重

　
　
要
で
あ
る
。

　
　
　
小
論
の
陰
的
は
、
読
み
に
お
け
る
初
期
視
覚
情
報
抽
出
の
問
題
を
有
効
視
野
の
問
題
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
欧
米
に

　
　
お
い
て
も
読
書
と
眼
球
運
動
の
研
究
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
が
（
類
¢
㊦
《
噂
　
一
Φ
O
Q
o
）
、
特
に
読
み
の
過
程
を
情
報
処
理
の
視
点
か
ら
実

　
　
験
的
に
吟
味
す
る
研
究
が
最
近
盛
ん
に
な
り
、
聡
効
視
野
に
つ
い
て
も
、
注
目
す
べ
き
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
郊
曙
器
び
一
難
伊
δ
。
。
・
ご

　
　
藤
壷
興
①
F
鉢
”
お
。
。
o
）
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
国
語
文
の
有
効
視
野
の
測
定
を
通
し
て
読
み
の
過
程
を
実
験
的
に
検
討
し
た
試
み
は
極
め

　
　
て
少
な
く
（
困
冨
a
卿
ω
9
量
お
総
門
盤
「
輩
お
。
。
①
2
げ
…
O
ω
9
貫
お
。
。
刈
弘
Φ
。
。
①
）
、
漢
字
や
仮
名
な
ど
の
混
在
し
た
日
本
語
テ
キ
ス
ト
の
読

　
　
み
の
基
礎
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

四
　
固
定
窓
に
よ
る
実
験

　
有
効
視
野
の
領
域
を
推
定
す
る
最
も
簡
単
な
方
法
は
、
観
察
者
に
注
視
点
を
凝
視
さ
せ
て
お
い
た
上
で
、
注
視
点
近
傍
領
域
に
単
語
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

文
な
ど
を
瞬
間
呈
示
し
、
観
察
者
に
報
告
を
求
め
る
竃
馬
窓
の
方
法
で
あ
る
。
固
定
窓
法
で
は
、
微
妙
な
調
整
を
要
す
る
眼
球
運
動
測
定

器
は
併
用
し
な
い
の
で
方
法
的
に
は
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
タ
キ
ス
ト
ス
コ
ー
プ
（
瞬
間
露
出
器
）
が
用
い
ら
れ
、
呈
示
時
悶
は
眼
球

運
動
が
生
じ
な
い
約
二
五
〇
ミ
リ
秒
以
下
と
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
計
算
機
画
面
を
用
い
た
固
定
窓
法
の
場
合
は
、
固
定
窓



の
中
に
移
動
テ
キ
ス
ト
を
提
示
す
る
方
法
（
℃
9
ぎ
♪
お
①
b
。
）
と
瓢
固
定
窓
が
静
止
テ
キ
ス
ト
を
一
定
速
度
で
走
査
す
る
方
法
と
が
あ
る

（｝

v
O
環
欝
P
　
卿
　
α
Φ
＜
O
O
」
四
α
噸
　
一
Φ
刈
越
…
　
ド
、
Φ
ぴ
q
σ
q
⑦
　
　
①
け
　
帥
一
・
　
H
㊤
Q
o
㎝
）
。
煙
撚
進
・
的
な
曲
央
証
開
テ
キ
ス
ト
の
場
合
、
有
効
視
野
は
ふ
つ
う
二
一
三
菰
㎎
（
一
〇
1
二

〇
文
字
に
対
応
）
（
閃
Φ
冒
冨
蹟
”
お
お
旧
≦
o
＆
≦
o
詳
ゴ
℃
お
ω
。
。
）
か
ら
三
1
四
語
（
一
八
一
二
六
文
字
）
（
寓
p
・
容
卑
お
録
）
で
あ
る
。
固
定
窓

に
よ
る
方
法
は
、
発
想
と
し
て
は
凝
視
点
や
瞬
間
呈
示
法
の
導
入
に
よ
り
自
由
な
眼
球
運
動
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
に
着
眼
点
が
あ
る
が
、

簡
便
法
で
あ
る
だ
け
に
問
題
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
自
然
な
読
み
の
場
合
の
有
効
視
野
は
凝
視
点
の
移
動
に
伴
い
重
な
り
合
い
時
間
的
ズ

レ
を
持
ち
な
が
ら
移
動
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
ま
た
眼
球
の
運
動
に
つ
い
て
の
制
約
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
固
定
窓
蓋
は
自

ら
眼
を
動
か
し
つ
つ
読
む
ご
く
自
然
な
読
み
の
状
況
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
自
然
な
読
み
の
過
程
で
（
各
凝
視
点
に
於
い
て
）
、
次
の
凝
視
位
置
と
停
留
時
間
の
決
定
が
テ
キ
ス
ト
成
分
の
何
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ

て
い
る
の
か
な
ど
を
検
討
す
る
に
は
、
次
の
移
動
窓
法
が
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

五
　
移
動
窓
に
よ
る
実
験

593

　
移
動
窓
（
ヨ
。
〈
言
α
q
三
巳
。
≦
）
を
O
閃
6
上
に
生
成
す
る
に
は
計
算
機
シ
ス
テ
ム
と
シ
ス
テ
ム
に
実
時
間
で
眼
球
位
置
が
フ
ィ
ー
ド
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ッ
ク
で
き
る
眼
球
運
動
の
測
定
装
置
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
語
で
の
読
み
の
研
究
に
適
し
た
移
動
型
生
成
装
置
を
試
作
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
二
、
三
の
実
験
を
試
み
た
の
で
、
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
図
一
に
測
定
装
置
の
概
念
図
を
示
す
。
ま
ず
、
細

い
赤
外
線
ビ
ー
ム
（
目
菊
b
d
）
を
観
察
者
の
眼
の
角
膜
（
○
）
に
反
射
さ
せ
、
そ
の
反
射
光
の
位
置
（
凝
視
位
置
と
対
応
す
る
）
を
二
次
元

（
逡
－
疑
座
標
上
）
受
光
素
子
（
㌘
閏
O
）
で
受
け
と
り
、
受
像
器
（
図
自
門
）
に
入
力
す
る
。
き
疑
出
力
信
号
は
変
換
器
（
鴇
q
）
と
高
速
ア

ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
変
換
器
（
》
U
O
）
で
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
え
ら
れ
、
計
算
機
（
勺
。
）
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
入
力
さ
れ
る
。
計
算
機
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
次
々
と
送
ら
れ
て
く
る
位
置
信
号
を
フ
レ
ー
ム
メ
モ
リ
上
（
＜
竃
）
の
移
動
窓
生
成
器
に
書
込
ん
で
ゆ
く
。
テ
キ

ス
ト
（
↓
≦
）
は
移
動
窓
の
“
裏
側
”
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
移
動
窓
を
通
し
て
の
み
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
観
察
者
は
計
算

　
　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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と
す
る
こ

を
書
し
て
し
る

書

図1　移動窓生成の方法Gゆと生成された窓の例㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

機
画
面
（
O
菊
↓
）
の
上
に
移
動
窓
を
通
し
て
テ
キ
ス
ト

（］

?
≦
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
移
動
窓
の
形
は
矩
形

で
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
横
方
向
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
移
動
窓
は
観
察
者
の
眼
の
動
き
と
同
期
し
て
移
動

す
る
の
で
、
窓
の
大
き
さ
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
テ
キ
ス

ト
が
読
み
づ
ら
く
な
る
。
窓
の
大
ぎ
さ
は
観
察
さ
れ
得

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
文
字
数
で
表
現
す
る
。
眼
球
の
運
動
は
一
フ
レ
ー
ム

三
三
ミ
リ
秒
で
処
理
さ
れ
る
の
で
、
眼
球
の
移
動
位
置

は
毎
秒
三
〇
回
次
々
と
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
観

察
者
か
ら
み
る
と
自
分
の
視
線
が
動
く
に
つ
れ
て
移
動

窓
も
同
じ
様
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
移
動
窓
の
大

き
さ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

窓
は
フ
レ
ー
ム
メ
モ
リ
内
の
任
意
の
二
点
（
左
上
と
右

下
）
で
定
義
さ
れ
る
の
で
、
窓
を
大
き
く
し
て
も
移
動

速
度
は
変
ら
な
い
。
実
際
の
眼
球
の
移
動
開
始
と
そ
れ

に
伴
う
、
画
面
上
の
移
動
窓
の
移
動
開
始
時
間
の
遅
延

時
間
差
は
数
ミ
リ
秒
で
充
分
に
小
さ
い
。
観
察
者
か
ら

み
た
移
動
窓
（
六
文
字
窓
の
例
）
は
図
の
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
上
下
左
右
い
ず
れ
の
方
向
へ
視
線
を
移



動
さ
せ
て
も
そ
れ
に
伴
っ
て
移
動
す
る
（
テ
キ
ス
ト
は
静
止
）
。
移
動
窓
の
中
心
点
座
標
も
任
意
に
設
定
で
き
る
が
、
本
条
件
で
は
矩
形

窓
の
中
心
点
を
凝
視
点
と
対
応
さ
せ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
縦
書
き
の
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
の
テ
キ
ス
ト
を
糸
面
に
一
六
行
（
各
行
で
の
文
字
数
は
二
二
宇
）
提
示
し
、
こ
れ
に
移
動

窓
を
．
重
ね
て
有
効
視
野
の
広
さ
（
縦
方
向
）
を
測
定
し
た
。
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
難
易
度
や
二
極
含
有
率
は
全
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
吟
味

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

し
た
も
の
を
使
っ
た
。
移
動
窓
の
大
き
さ
は
、
縦
方
向
に
一
、
二
、
四
、
八
、
一
．
二
文
字
の
長
さ
を
も
つ
も
の
、
お
よ
び
視
野
制
限
の
な

　　　／i

視野制限なし

30
　　10　20
移動窓の大きさ（文字数単位）
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読
み
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学

図2　移動窓の大きさとサッケード距離の関係

い
条
件
の
計
六
種
で
あ
っ
た
。
行
間
お
よ
び
文
宇
問
の
空
白
は
そ
れ
ぞ
れ
三

〇
と
一
ド
ッ
ト
幅
ど
し
た
。
一
文
字
の
張
る
視
角
は
約
○
・
七
度
で
あ
る
。

異
な
る
窓
条
件
で
、
観
察
者
は
四
二
の
学
生
毎
に
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
繰
返
し
、

視
角
一
度
以
内
の
範
囲
で
一
三
ニ
ミ
リ
秒
以
上
の
停
留
時
間
を
も
つ
点
を
凝

視
点
と
し
、
サ
ッ
ケ
ー
ド
運
動
の
距
離
を
文
字
数
単
位
で
評
価
し
た
と
こ
ろ
、

一
か
ら
八
字
目
で
の
移
動
窓
で
は
サ
ッ
ケ
ー
ド
運
動
の
距
離
は
直
線
的
に
増

（
1
1
）

長
し
、
　
＝
一
字
以
上
の
窓
で
は
五
－
六
宇
で
頭
打
ち
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
（
図
二
）
（
○
ω
p
冨
卿
○
量
一
8
同
）
。
つ
ま
り
縦
読
み
漢
字
仮
名
混
じ
り
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
場
合
有
効
視
野
の
長
さ
は
下
五
－
六
文
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
移
動
窓
を
使
わ
な
い
横
読
み
条
件
で
得
ら
れ
た
資
料
と
も
よ
く
一
致

（
1
3
）

す
る
。
な
お
、
平
仮
名
の
み
の
テ
キ
ス
ト
を
提
示
し
た
場
合
は
、
有
効
視
野

は
四
字
程
度
と
や
や
狭
く
な
っ
た
。
縦
読
み
と
横
読
み
の
条
件
間
に
著
し
い

相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
横
読
み
（
横
書
き
）
が
…
縦
読
み
（
縦
書

き
）
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



離瀞霞駅　滋闘組麟十くψ 璽日
¢
①
ゆ

凝視の移動順　移動口内のテキストの変化

A
上
「
ζ
ヨ
縫

Xxxxhology　means　persxxxxxxx　xxxxxxxxx　xxxx　xxxx　xxxxxxx．

Xxxxxxxxxx　xxxxs　personaiity　diaxxxxxx　xxxx　xxxx　xxxxxxx．

Xxxxxxxxxx　xxxxx　xxxxxxxxxxx　xiagnosis　trom　hanx　xxxxxxx．

Xxxxxxxxxx　xxxxx　xxxxxxxxxxx　xxxxxxxxx　xxom　hand　writing．

Xxxx　xx　x

Xxxx　xx　x

Xxxx　xx　x

Xxxx　xx　x

（注）アステリスク（紛は凝網点億羅を示す。

B

テキストGraphology阻eans　personality　diagnosis　fro田hand　writ±ng．　Mhis　is　a
　XS　Xxxxxxxxxx　xxxxx　xxxxonal±ty　d±agnosls　xxxx　xxxx　xxxxxxx．　Xxxx　xx　x
　X？　XXXXXxXXXXXXXXXXXXXXXonality　aiagnosisXXXXXXXXXXXXXXXxXXXXXxxXXXXXXX
　VS　Cnojkaiazp　vsorc　］’snconal±ty　diagnosis　tnav　kori　taniflra．　Ykle　）e　o
　V？　　　Cnojkaiaqpavsorcajsnconaユity　（覧iagnosisatnawakoria皿RユflrqaaaYk】．eaXeao
　DS　　　HI〕fx甘ysyvo　t工fdl　xSb工。臓a工ity　diagnosis　aエ）yt　wf（覧n　hbe羅edv●　　且甘eユ　eユ　f

　bF　Hbfxwysyvoatifdlaxiblonality　aiagnosisaabytawfdnahbemedvaaaAvelaela£

（注）17：seesの憲（6種）を示す．，いずれの場合も巌：視点ほdilagnosisのdにある。

XS＝Xで即日（空白あり）

XF＝・Xで羅換（空白なし）

VS＝頚似文字で磯換（窯白あり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3

　VF＝類似文字で雌換（空白なし）

　DS＝非類似文字で縫換（空白あり）

　DF臨非類似文字で縫換（空白なし）

置換法による移動窓の例（McConkde＆Rayner，1975）
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
。

　
さ
て
、
英
語
テ
キ
ス
ト
の
場
合
の
有
効
視
野
の
測
定
は
既
に
竃
。
0
8
三
Φ
卿
幻
“
。
冨
ス
ち
誤
）
な
ど
が
行
な
っ
て
い
る
。
上
述
の
移
動
窓

と
原
理
は
同
じ
で
あ
る
が
、
彼
等
の
用
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
移
動
窓
は
、
例
え
ば
図
三
月
半
一
七
文
字
の
移
動
窓
の
よ
う
に
、
凝
視
点

（
＊
印
）
の
移
動
（
上
か
ら
下
へ
四
点
の
移
動
）
に
伴
い
凝
視
点
の
左
右
八
文
字
が
次
々
切
出
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
周
辺
領
域
は
“
X
”

で
置
換
（
ヨ
償
艶
舞
Φ
）
さ
れ
る
（
こ
こ
で
は
置
換
法
に
よ
る
移
動
窓
と
呼
ん
で
お
く
）
。
別
の
場
合
に
は
二
三
B
の
よ
う
に
、
類
似
性
の
異

な
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
空
白
で
置
換
さ
れ
る
。
置
換
法
に
よ
る
も
の
と
、
拙
稿
の
移
動
窓
と
の
違
い
は
窓
外
を
文
字
で
置
換
す
る
か
、

一
様
な
マ
ス
キ
ン
グ
野
で
覆
う
か
の
点
で
あ
る
が
、
こ
の
相
違
は
有
効
視
野
の
境
界
決
定
と
微
妙
に
関
連
し
て
く
る
。
彼
等
は
窓
の
長

さ
を
種
々
の
範
囲
で
変
化
さ
せ
、
理
解
を
損
わ
な
い
で
普
通
の
速
度
で
読
め
る
限
界
を
求
め
、
有
効
視
野
を
割
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
は
凝
視
点
の
左
右
に
約
一
五
文
字
（
差
し
渡
し
三
一
文
字
）
と
な
っ
た
。
英
語
の
場
合
は
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
に
は
無
い
単
語
間
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
ユ
）

白
が
あ
る
の
で
、
こ
の
寄
与
率
を
一
五
一
二
〇
％
と
し
て
三
一
文
字
か
ら
五
－
六
文
字
を
減
ず
る
と
、
二
五
文
字
程
度
と
な
る
。
　
一
単
語

が
乎
均
六
文
字
程
度
か
ら
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
は
、
四
一
五
単
語
程
度
に
相
当
し
、
本
稿
で
の
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
の
実
験

結
果
、
五
一
六
文
字
と
概
ね
対
応
し
て
い
る
（
一
単
語
平
均
一
・
五
文
字
と
し
た
場
合
、
四
単
語
程
度
と
な
る
）
。
さ
ら
に
移
動
窓
を
狭
く

し
て
ゆ
く
と
理
解
度
は
低
下
し
な
い
が
読
み
の
速
度
は
遅
く
な
っ
て
ゆ
く
。
七
文
字
の
窓
で
は
平
均
的
に
一
語
程
度
し
か
読
め
な
い
の
で
、

読
み
の
速
さ
は
極
端
に
遅
く
な
る
（
六
〇
％
程
度
）
。
こ
れ
は
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
で
二
文
字
程
度
の
窓
に
対
応
す
る
。

　
読
み
と
係
わ
る
情
報
処
理
課
題
と
し
て
視
覚
的
探
索
（
く
陣
ω
β
四
一
　
ω
①
帥
尻
0
7
）
が
あ
る
。
視
覚
的
探
索
の
課
題
で
は
、
観
察
者
は
異
な
る
長

さ
の
意
味
の
な
い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
列
か
ら
、
特
定
の
文
字
を
探
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
背
景
文
字
が
探
索
文
字
と
類
似
し
て
い

て
ま
ぎ
ら
わ
し
い
場
合
（
例
え
ば
、
山
＆
σ
ま
か
ら
探
索
文
字
げ
を
検
出
す
る
）
は
探
索
時
間
が
遅
延
す
る
。
国
Q
冒
2
薫
別
ω
冨
『
（
這
。
。
♂
）

は
、
移
動
窓
（
七
－
三
一
文
字
）
に
、
文
宇
列
（
ひ
と
纏
ま
り
の
長
さ
二
一
八
文
字
）
を
提
示
し
、
背
景
・
探
索
文
字
の
類
似
性
を
変
え

て
探
索
を
行
な
わ
せ
、
そ
の
遅
延
時
間
か
ら
有
効
視
野
を
一
六
－
一
九
文
字
（
右
横
方
向
探
索
）
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
値
は
英
語
に

　
　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

於
け
る
読
み
の
有
効
視
野
（
右
へ
約
一
六
文
宇
）
（
ζ
。
○
。
算
冨
卸
菊
契
器
さ
一
零
q
）
と
概
ね
一
致
す
る
。

　
即
ち
、
視
覚
的
探
索
と
読
み
の
有
効
視
野
の
大
き
さ
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
読
み
が
視
覚
的
探
索
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
を
示

竣
し
て
い
る
。
探
索
時
に
乱
れ
が
生
じ
や
す
い
の
は
、
改
行
時
の
初
頭
文
字
近
傍
で
あ
る
。
特
に
、
窓
や
行
装
が
狭
く
周
辺
視
が
遮
ら
れ

た
場
合
に
出
現
し
や
す
い
の
は
、
眼
球
の
運
動
方
向
の
定
位
が
う
ま
く
遷
御
で
き
な
い
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。

六
　
読
み
の
有
効
視
野
の
非
対
称
性

　
読
み
に
必
要
と
さ
れ
る
視
野
が
凝
視
点
を
中
心
と
し
て
対
称
な
空
華
的
広
が
り
を
も
っ
か
ど
う
か
は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

寓
。
0
。
算
δ
俸
寄
葦
2
（
お
刈
㎝
）
は
対
称
性
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
、
移
動
窓
を
凝
視
位
置
か
ら
左
右
に
非
食
毒
に
切
出
し
て
設
定
し
た

実
験
を
行
な
っ
て
い
る
。
読
み
が
ど
の
程
度
損
わ
れ
る
か
を
吟
味
し
た
結
果
、
左
か
ら
右
へ
の
横
書
き
の
場
合
（
英
語
な
ど
）
、
凝
視
点

か
ら
読
み
の
方
向
（
右
）
に
向
っ
て
有
意
に
延
び
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
即
ち
、
凝
視
点
の
左
に
四
宇
、
右
に
一
四
文
宇
テ
キ

ス
ト
が
提
示
さ
れ
て
い
る
条
件
（
非
対
称
性
比
二
三
・
五
）
で
、
最
も
良
い
結
果
が
得
ら
れ
、
そ
れ
は
凝
視
点
の
左
右
に
各
一
四
文
字
提

示
し
た
条
件
と
差
が
な
か
っ
た
。
逆
に
、
右
に
四
字
、
左
に
一
四
文
字
提
示
の
移
動
窓
条
件
（
非
対
称
性
比
擁
○
・
二
九
）
で
は
読
み
の

成
績
は
著
し
く
悪
く
な
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
同
じ
横
読
み
で
も
右
か
ら
左
に
読
み
進
む
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
で
は
、
左
方
向
に
有
効

視
野
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、
読
み
の
有
効
視
野
は
凝
視
点
に
対
し
て
常
に
非
対
称
で
あ
り
、
そ
れ
が
読
み
の
方
向
と
一
致
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
空
間
的
注
意
の
勾
配
が
、
読
み
が
進
行
す
る
方
向
に
向
っ
て
延
び
て
お
り
、
反
対
方
向
で

狭
小
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
有
効
視
野
が
、
空
間
的
注
意
が
向
い
て
い
る
方
向
に
向
っ
て
拡
大
す
る
こ
と
は
、
背
景
視
野

中
に
埋
め
込
ま
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
検
出
作
業
に
お
け
る
空
間
的
手
が
か
り
と
の
関
連
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
閏
W
コ
α
q
O
一
憎
　
一
〇
刈
一
）
。
日
本
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

に
つ
い
て
も
、
こ
の
種
の
非
対
称
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
。

　
異
な
る
長
さ
の
文
字
列
と
移
動
窓
を
用
い
た
探
索
実
験
（
左
か
ら
右
へ
）
で
、
響
旨
巽
脅
霊
ω
語
論
（
お
。
。
討
）
は
、
有
効
処
理
領
域
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（
話
讐
s
o
h
①
浮
。
難
く
Φ
讐
。
。
Φ
ω
ω
冒
α
q
）
の
概
念
を
提
案
し
て
い
る
。
彼
等
に
よ
る
と
、
こ
の
領
域
は
中
心
窩
部
の
決
定
領
域
（
号
。
互
。
コ

話
σ
q
一
。
口
）
と
中
心
窩
近
傍
の
周
辺
プ
レ
ビ
ュ
ー
領
域
（
℃
同
①
〈
同
Φ
≦
　
『
㊦
ひ
q
ド
O
昌
）
の
二
つ
の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
前
老
は
探
索
文
字
の

有
無
を
決
定
す
る
領
域
、
後
者
は
単
語
の
大
ま
か
な
長
さ
、
形
や
文
字
の
特
徴
抽
出
な
ど
の
前
処
理
を
行
な
う
領
域
で
、
背
景
文
字
と
の

類
似
条
件
で
は
狭
く
、
非
類
似
条
件
で
は
広
く
な
る
。
ま
た
、
後
者
は
前
者
よ
り
数
文
字
広
い
幅
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
凝
視
点
か
ら
右
に

約
一
〇
文
字
と
六
文
字
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
プ
レ
ビ
ュ
ー
領
域
は
非
対
称
性
に
於
い
て
も
、
方
向
に
於
い
て
も
読
み
の
有
効
視
野
（
右

方
向
）
と
概
ね
符
合
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
視
覚
探
索
に
於
け
る
有
効
処
理
領
域
は
機
能
論
の
立
場
か
ら
み
た
有
効
視
野
で
あ
り
、

読
み
の
有
効
視
野
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
翻
8
暮
Φ
薦
（
一
期
O
）
は
、
読
み
に
と
っ
て
、
周
辺
視
で
の
周
辺
探
索
誘
導

（
勺
ω
O
”
切
2
，
言
聖
日
巴
。
。
Φ
母
9
α
q
三
α
雪
。
①
）
と
中
心
視
で
の
認
知
探
索
誘
導
（
O
ω
O
”
8
σ
q
づ
悉
く
①
ω
Φ
母
。
ず
ぴ
q
巳
α
き
8
）
の
連
携
が
重
要
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

こ
と
に
言
及
し
、
特
に
勺
ω
○
に
於
け
る
空
白
や
冗
長
度
の
高
い
機
能
語
な
ど
の
処
理
が
読
み
の
ス
キ
ル
や
有
効
視
野
の
拡
大
に
重
要
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
中
心
視
に
決
定
処
理
、
周
辺
視
に
前
処
理
の
機
能
を
擬
し
、
両
者
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
が
、

読
み
を
常
に
最
適
化
す
る
と
い
う
考
え
方
は
興
味
深
い
。

　
移
動
窓
法
を
拡
張
し
た
方
法
に
境
界
法
（
び
O
⊆
⇒
α
餌
戦
《
　
ヨ
Φ
け
ぽ
O
篇
）
が
あ
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
、
眼
が
一
定
の
境
界
を
越
え
て
移
動
す
る

と
、
プ
レ
ビ
ェ
ー
領
域
の
文
字
が
入
れ
替
え
ら
れ
る
（
七
節
旨
Φ
び
お
謡
）
。
プ
レ
ビ
ュ
ー
領
域
で
前
処
理
が
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
に
続
く
凝

視
時
津
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
利
用
し
て
境
界
の
位
置
を
変
え
て
吟
味
し
、
や
は
り
上
述
の
結
果
を
支
持
す
る
報
告
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
移
動
窓
部
分
で
は
テ
キ
ス
ト
が
見
え
ず
、
窓
外
で
見
え
る
と
い
う
マ
ス
ク
窓
法
（
幻
曙
器
円
易
し
d
。
隊
①
鑓
℃
冨
お
）
で
も
類
似
し
た
結

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

七
　
自
由
視
野
に
よ
る
実
験

移
動
窓
法
や
境
界
法
は
、
眼
球
運
動
位
置
を
常
に
モ
ニ
タ
ー
し
そ
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
利
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五

窓
を
用
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哲
学
研
鷹
九
　
第
五
留
口
五
十
八
聞
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

い
な
い
有
効
視
野
の
間
接
推
定
法
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
た
い
。
こ
の
方
法
で
は
特
に
視
野
は
制
限
せ
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
読
ま
せ
、
そ
の

間
の
眼
球
運
動
を
測
定
す
る
。
測
定
後
、
読
ん
だ
字
数
を
数
え
、
そ
れ
を
凝
無
数
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
　
一
凝
視
当
り
の
読
み
の
字
数

を
算
出
す
る
。
横
読
み
の
場
合
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
で
約
六
一
＝
二
文
字
、
平
仮
名
、
片
仮
名
文
で
約
四
一
七
文
字
の
範
囲
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

た
（
○
ω
p
胃
。
　
　
一
⑩
o
Q
O
　
　
瞬
⑩
り
O
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
”
）
。
字
数
の
推
定
範
囲
が
変
る
の
は
字
・
行
間
、
一
行
の
文
意
数
や
個
人
差
の
影
響
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
。
最

も
類
似
し
た
条
件
下
で
の
測
定
で
は
移
動
窓
法
と
の
差
は
ご
く
小
さ
い
範
囲
に
留
ま
る
（
○
。
。
9
。
冨
M
這
。
。
ぎ
）
。
し
か
し
、
移
動
窓
と
同
様
に
、

仮
名
文
で
は
有
効
視
野
の
狭
小
化
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
と
も
関
連
し
て
、
漢
字
と
仮
名
の
空
間
周
波
数
特
性
の
観
点
か
ら
以
下

に
多
少
の
検
討
を
試
み
た
。

八
　
漢
宇
と
仮
名
の
空
閣
周
波
数
特
性

　
口
常
的
な
読
書
活
動
の
中
で
も
、
漢
宇
と
仮
名
が
心
理
的
に
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
と

平
仮
名
文
で
読
み
に
難
易
の
差
が
あ
る
の
は
何
故
か
、
な
ど
実
験
的
に
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
多
い
。
英
語
を
初
め
と
と
し
て
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
言
語
は
単
語
聞
に
空
白
が
入
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
空
白
ス
ペ
ー
ス
が
読
み
の
容
易
さ
に
寄
与
す
る
影
響
は
大

き
い
。
有
効
視
野
の
少
し
外
側
に
広
が
る
周
辺
プ
レ
ビ
ュ
ー
領
域
で
も
、
こ
の
単
語
の
切
れ
屋
で
あ
る
空
白
の
存
在
は
検
出
で
き
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
次
の
凝
視
点
の
移
動
で
こ
の
部
分
の
テ
キ
ス
ト
が
中
心
決
定
領
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
以
前
に
予
め
単
語
同
定
の
下
塗
備

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
日
本
語
の
特
徴
の
一
つ
は
、
分
か
ち
書
き
を
し
な
い
限
り
、
こ
の
単
語
關
の
切
れ
呂
（
空
白
）
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
名
の
み
で
書
か
れ
た
文
を
読
む
場
合
は
切
れ
目
に
準
じ
る
句
読
点
を
手
掛
か
り
と
し
て
読
む
し
か
な
い
。
し
か

も
、
同
音
異
義
語
が
多
い
た
め
仮
名
の
み
の
文
の
読
み
は
大
変
困
難
と
な
る
。
一
方
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
で
は
、
同
音
異
義
の
問
題
が

解
消
さ
れ
る
と
共
に
、
漢
字
と
い
う
字
画
の
複
雑
な
文
旦
が
一
種
の
文
の
切
れ
目
の
役
割
を
果
し
、
読
み
や
す
く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
の

　
（
1
9
）

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
漢
字
は
表
意
的
内
容
語
と
関
連
す
る
こ
と
が
多
い
一
方
で
は
、
仮
名
は
表
音
的
機
能
語
を
表
現
す
る
こ
と
も
多
く
、



冗
長
な
前
置
詞
・
接
続
詞
な
ど
は
読
み
飛
ば
し
て
も
回
復
可
能
（
内
診
o
o
7
げ
Φ
巴
σ
q
》
　
一
Φ
刈
O
）
で
あ
る
な
ど
、
役
割
分
担
が
で
き
る
点
で
も
漢
字

仮
名
混
じ
り
文
は
仮
名
文
よ
り
読
み
易
さ
に
お
い
て
有
利
な
よ
う
で
あ
る
。
漢
字
は
仮
名
よ
り
平
均
ス
ト
ロ
ー
ク
数
は
多
く
パ
タ
ン
と
し

て
も
仮
名
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
単
純
で
基
本
的
な
事
実
を
視
覚
情
報
処
理
の
立
場
か
ら
量
的
に
評
価
す
る
た
め
に
、
空
間
周
波
数
に

　
　
　
（
2
0
）

よ
る
分
析
法
を
適
用
し
て
み
た
。
こ
の
評
価
法
で
は
、
老
眼
や
近
眼
の
人
が
不
適
切
な
距
離
で
新
聞
の
活
字
を
見
た
時
に
生
じ
る
ボ
ヶ
を

デ
ジ
タ
ル
画
像
上
で
生
成
し
、
そ
れ
を
正
常
視
力
者
に
識
別
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
活
字
の
ボ
ケ
へ
の
耐
性
を
計
量
化
し
よ
う
と
す
る
も
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図4　複雑性の異なる漢字と平仮名に3種の空間フィルタ

　　〔低域通過型（LP），ガウス型（G），ラプラス。ガウス

　　型（LG）〕を適用した例（ボケの少ない一例）

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
プ
レ
ビ
ュ
ー
領
域
で
の
視
力
劣
化
に
伴
う
文
字
ボ

ケ
の
効
果
の
中
心
視
に
於
け
る
吟
味
と
も
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

漢
字
と
平
仮
名
の
文
字
認
知
に
要
す
る
空
間
周
波
数
特
性
を
周
波
数
の
幅

で
推
定
す
る
訳
で
あ
る
。

　
幽
幽
は
異
な
る
ス
ト
ロ
ー
ク
数
を
も
つ
仮
名
・
漢
字
刺
激
に
三
種
の

空
間
フ
ィ
ル
タ
処
理
、
即
ち
、
低
域
通
過
型
（
い
℃
）
、
ガ
ウ
ス
型
（
O
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

及
び
ラ
プ
ラ
ス
・
ガ
ウ
ス
型
（
い
○
）
を
施
し
た
例
で
あ
る
。
平
均
正
反
応

（
2
2
）

率
・
を
求
め
た
結
果
、
　
一
般
的
に
、
ピ
頃
型
で
は
漢
字
の
認
識
に
は
最
低
四

一
六
サ
イ
ク
ル
の
空
間
周
波
数
が
必
要
な
の
に
対
し
、
平
仮
名
の
認
識
は

ニ
サ
イ
ク
ル
程
度
で
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
漢
字
に
つ
い
て
は
、

ピ
℃
を
用
い
た
小
田
（
一
九
八
九
）
の
試
み
と
も
一
致
す
る
。
平
仮
名
は

漢
字
よ
リ
ボ
ケ
に
対
し
て
強
い
の
で
あ
る
。
の
型
、
及
び
轡
Ω
型
で
も

空
間
定
数
が
ニ
ー
二
・
五
以
上
に
な
る
と
平
仮
名
し
か
読
め
な
く
な
り
、

同
様
の
結
果
と
な
る
（
但
し
、
ぴ
O
型
で
は
鮮
鋭
化
処
理
の
た
め
四
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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02
6
　
ロ
ー
ク
程
度
（
図
中
央
）
の
漢
字
で
あ
れ
ば
空
間
定
数
三
程
度
で
も
識
別
可
能
で
あ
っ
た
）
。

　
　
　
い
Φ
α
q
σ
q
①
簿
餌
ド
（
一
〇
Q
。
㎝
）
は
普
通
の
健
常
な
成
人
で
は
読
み
（
英
語
）
に
要
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
の
空
間
周
波
数
帯
域
幅
は
お
よ

　
　
そ
ニ
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、
読
書
時
に
視
覚
系
が
要
す
る
応
問
周
波
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
一
つ
で
十
分
で
あ
る
と
し
た
。
い
①
σ
q
鷺
ら
の
実
験
の

　
　
結
果
は
英
語
に
限
ら
ず
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
表
記
の
手
段
と
す
る
他
の
諸
言
語
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
名
文
字
は

　
　
ニ
サ
イ
ク
ル
程
度
で
全
て
識
別
で
き
る
の
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
同
じ
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
漢
字
を
読
む
に
は
四
－
六

　
　
サ
イ
ク
ル
ま
で
延
び
た
も
う
一
つ
の
空
間
周
波
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
帯
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
文
字
の
視
覚
情
報
処
理
の
視

　
　
点
か
ら
は
、
漢
宇
仮
名
混
じ
り
文
が
読
み
や
す
い
一
つ
の
原
因
は
、
単
純
な
事
実
な
が
ら
、
漢
字
や
仮
名
の
識
劉
に
要
す
る
空
間
周
波
数

　
　
帯
域
幡
の
相
違
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
背
景
刺
激
と
探
索
刺
激
が
類
似
し
て
い
る
ほ
ど
、
膚
効
視
野
（
探
索
蒔
閣
か
ら
の
間
接

　
　
推
定
）
が
狭
小
化
す
る
と
い
う
事
実
（
司
品
①
【
L
Φ
譲
）
は
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
の
有
効
視
野
が
仮
名
文
よ
り
広
く
な
る
こ
と
を
予
測
さ

　
　
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
予
測
通
り
な
の
で
あ
る
（
O
ω
p
。
ξ
”
お
。
。
刈
）
。
こ
こ
で
は
、
漢
字
が
区
切
り
の
働
き
を
し
て
お
り
、
次
の
凝
視

　
　
位
置
と
停
留
時
聞
の
決
定
の
手
掛
り
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
仮
名
よ
り
漢
字
の
上
に
に
凝
視
点
が
落
ち
る
確
率
が
高
い
の
で

　
　
あ
る
（
○
毘
冨
》
這
0
8
）
。
も
っ
と
も
、
網
膜
に
は
い
Ω
型
の
機
能
が
備
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
上
、
読
み
に
は
文
脈
効
果
や
カ

　
　
テ
ゴ
リ
効
果
（
○
。
。
巴
β
這
。
。
O
）
勝
強
く
働
く
の
で
、
周
波
数
帯
域
は
も
う
少
し
低
周
波
側
に
延
び
る
可
能
性
も
あ
る
。

九
　
表
記
に
係
わ
る
諸
要
因

　
表
記
さ
れ
た
日
本
謡
テ
キ
ス
ト
の
読
み
易
さ
の
規
定
要
因
に
は
言
語
的
、
意
味
的
要
因
を
除
く
と
、
縦
・
横
書
き
、
分
か
ち
書
き
な
ど

の
表
記
法
、
字
形
、
字
体
、
字
の
大
き
さ
、
色
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
比
、
字
間
、
行
聞
、
生
長
な
ど
重
文
と
文
宇
關
の
隣
接
関
係
、
さ
ら
に
、

漢
字
含
有
率
、
句
読
点
、
括
弧
、
そ
の
他
の
切
れ
目
に
係
わ
る
記
号
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。
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字
形
（
主
に
明
朝
体
）
が
読
み
に
及
ぼ
す
影
に
つ
い
て
は
、
オ
フ
サ
ル
モ
グ
ラ
フ
を
用
い
た
報
告
が
あ
る
。
永
野
（
一
九
六
四
）
に
よ

る
と
、
横
書
き
表
記
（
べ
た
組
み
）
の
場
合
、
長
体
（
横
長
字
体
”
縦
横
比
一
、
五
二
）
は
停
留
数
は
少
な
い
が
平
均
停
留
時
間
は
長
く

な
る
の
に
対
し
、
平
体
（
縦
長
字
体
”
縦
横
比
○
、
六
六
）
は
そ
の
逆
、
正
体
（
縦
横
比
の
等
し
い
字
体
岡
縦
横
比
一
、
○
○
）
で
は
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ぽ
中
間
に
な
る
と
い
う
が
、
必
ず
し
も
明
確
な
差
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
分
か
ち
書
き
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
漢

字
・
平
仮
名
混
じ
り
文
の
場
合
、
長
体
分
か
ち
書
き
が
平
体
よ
り
も
停
留
数
が
多
く
、
停
留
時
間
は
短
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い

う
。　

次
に
縦
書
き
と
横
書
き
の
問
題
を
み
て
み
る
。
日
本
語
の
表
記
方
向
は
、
伝
統
的
に
縦
書
き
で
あ
っ
た
（
文
芸
分
野
の
印
刷
方
向
は
、

現
今
で
も
縦
書
き
が
一
般
的
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
官
公
庁
文
書
の
表
記
方
向
が
一
九
四
九
年
、
横
書
き
表
記
を
推
奨
、
採
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
　
一
般
的
に
は
、
横
書
き
（
左
か
ら
右
）
が
主
流
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
推
奨
の
心
理
学
的
根
拠

は
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
横
書
き
が
読
み
に
有
利
で
あ
る
こ
と
の
心
理
・
生
理
的
根
拠
と
し
て
、
両
眼
が
水
平
に
並
ぶ
こ

と
や
眼
瞼
が
横
に
長
い
こ
と
、
運
動
機
能
上
、
垂
直
よ
り
水
平
方
向
の
眼
球
運
動
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
眼
の
生
理
機
構
上
、
視

力
も
横
方
向
に
良
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
横
読
み
の
理
論
上
の
有
利
性
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
し
た
心
理
学
者
は
元
良
（
一

八
九
五
）
で
あ
ろ
う
。
元
良
は
、
上
述
諸
点
は
地
上
生
活
者
た
る
人
間
が
そ
の
生
態
的
環
境
下
で
獲
得
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
し
、

『
吾
人
雨
曇
ハ
陸
上
二
住
居
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
眼
ヲ
開
ク
や
視
界
中
地
平
線
以
下
二
身
列
ス
ル
物
象
ハ
其
数
多
シ
ト
錐
モ
地
平
線
以
上

ニ
ア
リ
テ
ハ
日
月
星
辰
下
等
ノ
如
キ
ヲ
除
キ
テ
ハ
殆
ソ
ド
物
象
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
』
（
二
七
九
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
、
上
下
方
向
よ
り
左
右

方
向
へ
の
知
覚
機
能
の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
。
片
仮
名
を
用
い
た
簡
単
な
実
験
結
果
で
も
『
横
上
ノ
方
縦
読
二
比
シ
テ
少
シ
ク
易
キ

モ
ノ
』
（
二
八
六
ペ
ー
ジ
）
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
差
は
理
論
的
期
待
を
裏
切
り
、
ご
く
小
さ
い
も
の
に
留
ま
っ
て

お
り
、
両
老
の
優
劣
を
決
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
田
中
（
一
九
一
六
）
は
読
み
易
さ
の
規
定
諸
要
因
の
実
験
的
研
究
か
ら
、
横
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

み
が
縦
読
み
よ
り
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
し
、
理
論
的
予
測
か
ら
安
易
に
断
じ
る
こ
と
を
戒
め
（
四
九
ニ
ー
四
九
八
ペ
ー
ジ
）
、

　
　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

さ
ら
な
る
吟
味
を
要
す
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
読
み
の
習
慣
が
よ
り
大
き
い
影
響
を
も
つ
こ
と
を
示
渇
し
て
い
る
。
大
伴
（
一
九
二
七
）

も
横
読
み
を
推
奨
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
縦
読
み
よ
り
著
る
し
く
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
し
て
い
る
（
二
九
〇
ペ
ー
ジ
）
。
英
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
も
訓
練
す
れ
ば
、
短
行
縦
列
表
記
で
は
縦
読
み
が
有
利
な
場
合
も
あ
る
こ
と
（
顕
正
①
《
噂
　
一
⑩
O
o
D
）
、
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
の
リ
ス

ト
検
索
の
実
験
で
は
、
有
効
視
野
が
下
方
向
に
非
対
称
に
広
が
る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
お
り
（
牢
『
辞
お
。
。
。
。
）
さ
ら
な
る
検
討
を
要

す
る
問
題
で
あ
る
。
漢
字
に
つ
い
て
は
、
漢
宇
の
造
字
構
成
上
で
の
位
置
情
報
（
偏
勢
冠
脚
、
さ
ら
に
は
、
構
え
、
垂
れ
、
続
な
ど
）
と

そ
の
意
味
情
報
が
縦
読
み
横
読
み
の
場
合
ど
う
変
る
の
か
を
実
験
的
に
吟
聾
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
英
語
で
は
テ
キ
ス
ト
中
の
男

文
字
の
下
半
分
を
遮
蔽
し
て
も
読
め
る
が
（
回
復
可
能
）
、
上
半
分
の
遮
蔽
で
は
難
読
と
な
る
こ
と
か
ら
（
軍
器
ざ
一
8
。
。
）
、
文
字
弁
別
情

報
は
上
半
分
に
集
申
し
て
い
る
と
い
え
る
。
漢
字
や
仮
名
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
漢
字
含
有
率
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
普
通
の
話
題
を
、
あ
ま
り
難
解
で
な
い
語
で
表
記
し
た
平
易
な
文
の
読
み
に
限
定
す

る
と
、
漢
字
町
有
率
が
三
五
％
程
度
が
最
も
読
み
や
す
と
言
わ
れ
る
が
、
五
五
％
以
上
あ
る
い
は
二
〇
％
以
下
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
難

し
さ
や
分
か
り
に
く
さ
が
増
加
す
る
と
い
う
（
堀
川
、
　
｝
九
五
三
）
。
漢
字
・
平
仮
名
混
じ
り
文
に
お
い
て
は
、
特
に
切
れ
目
情
報
が
重

要
で
、
句
読
点
な
ど
を
一
字
と
し
て
数
え
る
場
合
、
こ
れ
を
文
字
と
は
翔
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
字
以
外
の
記
号
を
別

個
に
集
計
し
、
こ
れ
を
句
読
点
含
有
率
と
す
る
。
句
読
点
も
一
字
と
し
て
数
え
、
全
文
罪
数
を
集
計
し
た
場
合
、
平
易
な
文
章
の
場
合
、

漢
宇
含
有
率
（
漢
字
数
と
全
文
字
数
の
比
）
は
三
〇
％
、
仮
名
含
有
率
（
平
仮
名
・
片
仮
名
文
字
数
と
全
文
字
数
の
比
）
は
六
〇
〇
／
湘
、
句

読
点
含
有
率
（
句
読
点
記
号
な
ど
と
全
文
字
数
の
比
）
　
一
〇
〇
／
刈
程
度
、
即
ち
三
…
六
”
一
の
比
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

（
ち
な
み
に
、
漱
石
の
草
枕
で
は
凡
そ
三
・
五
”
五
・
六
輝
○
・
九
の
比
と
な
る
）
。
こ
の
方
法
で
は
、
空
白
部
も
句
読
点
記
号
に
準
じ

て
計
量
化
可
能
な
の
で
、
こ
れ
を
分
か
ち
書
き
の
場
合
に
適
用
す
れ
ば
、
句
読
点
含
有
率
が
二
五
％
程
度
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち

な
み
に
、
英
語
の
場
合
、
単
語
閥
空
白
（
句
読
点
を
含
む
）
の
寄
与
率
は
全
文
字
数
に
対
し
約
一
五
－
二
〇
％
で
あ
る
。
漢
字
含
有
率
は

サ
ッ
ケ
ー
ド
運
動
の
平
均
距
離
と
関
係
を
も
つ
こ
と
を
通
し
て
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
に
於
け
る
有
効
視
野
の
大
き
さ
に
も
影
響
を
も
つ



の
で
あ
る
。

　
最
近
、
文
字
認
識
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
特
徴
抽
出
に
基
づ
く
単
語
の
活
性
化
モ
デ
ル
（
霞
O
O
一
①
一
一
P
昌
窪
　
卸
　
幻
¢
ヨ
Φ
囲
評
定
戦
酔
樽
　
一
Φ
Q
◎
一
）
、
文
字
認

識
の
並
列
分
散
処
理
モ
デ
ル
（
7
麟
O
O
一
Φ
鵠
国
”
畠
　
　
一
〇
〇
Q
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
）
、
ロ
ゴ
ジ
ェ
ソ
・
モ
デ
ル
（
御
領
、
一
九
八
七
、
参
照
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

有
効
視
野
と
の
関
連
に
つ
い
て
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
特
に
、
有
効
視
野
は
並
列
分
散
処
理
の
容
量
と
も
関
連
す
る

の
で
興
味
深
い
が
）
。
読
み
の
理
論
や
デ
ル
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

〔
筆
者
後
記
〕
本
稿
は
平
成
二
年
一
一
月
三
日
、
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
に
於
い
て
、
『
読
み
の
精
神
物
理
学
一
周
辺
視
の
役
割
を
中
心
と
し
て
一
』

の
題
下
に
話
し
た
講
演
内
容
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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御
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九
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む
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、
防
ヒ
O
隷
O
昼
隷
更
鴇
ら
勲
N
N
層
窃
刈
◎
o
一
㎝
c
o
①
・

蜜
O
同
ユ
ω
O
P
麺
．
国
こ
俸
閃
ゆ
矯
づ
Φ
さ
区
．
一
㊤
o
Q
一
◎
o
o
g
O
O
9
α
①
ω
冒
Φ
一
⇒
畳
①
ゆ
恥
一
ゆ
σ
q
　
α
㊦
O
Φ
⇒
瓜
ω
　
q
℃
O
⇒
　
O
ゴ
鋤
弓
P
O
3
『
　
ω
b
四
〇
ω
ω
　
鋤
ロ
鳥
づ
O
貯
　
〈
冴
賃
巴
　
P
昌
σ
q
囲
ρ

　
、
鴨
鳩
O
笥
暦
識
O
嵩
緬
㌧
し
。
ヒ
O
》
O
》
壽
ヒ
の
普
9
恥
ρ
ω
Φ
㎝
1
ω
⑩
①
。

松
尾
長
造
、
一
九
一
九
、
読
書
の
心
理
的
研
究
、
心
理
学
研
究
会
、
一
八
七
一
二
二
六
。

元
良
勇
次
郎
、
一
八
九
五
、
横
読
縦
読
ノ
利
害
二
就
テ
、
東
洋
学
芸
雑
誌
、
一
二
、
一
六
五
号
。

・
氷
野
賢
、
　
一
九
六
四
、
文
章
を
読
む
際
の
眼
球
運
動
か
ら
見
た
字
形
の
優
劣
、
国
立
国
語
研
究
所
報
告
二
四
、
七
七
一
一
＝
一
。

小
田
浩
一
、
一
九
八
九
、
人
間
の
視
覚
情
報
処
理
研
究
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
像
処
理
ツ
ー
ル
、
日
本
心
理
学
会
第
五
三
回
大
会
発

　
山
表
訟
㎜
文
集
、
　
五
六
三
。

岡
田
明
、
一
九
七
三
、
最
新
読
書
の
心
理
学
、
田
本
文
化
科
学
社

大
伴
茂
、
一
九
二
七
、
敏
育
科
学
の
諸
問
題
、
東
洋
図
書
（
二
四
〇
一
二
九
三
ペ
ー
ジ
）
。

大
伴
茂
、
一
九
二
八
、
教
育
診
断
学
（
上
巻
）
、
培
風
館
（
六
一
五
－
六
一
六
ペ
ー
ジ
）
。

苧
阪
直
行
｛
九
八
三
、
周
辺
視
機
能
の
精
神
物
理
学
的
研
究
、
風
間
書
房
。

○
ω
ロ
騨
辞
2
げ
一
⑩
G
o
刈
●
円
臨
①
O
け
O
h
娼
①
誌
℃
び
①
『
温
く
貯
q
帥
一
油
鉱
山
ω
冒
①
q
”
O
口
①
網
O
ヨ
O
＜
①
B
Φ
⇒
け
ω
匙
鐸
ユ
P
α
q
｝
鋤
O
揃
う
O
ω
Φ
け
Φ
X
け
O
『
O
O
Φ
ω
忽
”
ゆ
q
●
囹
昌
い
函
■
○
”

　
沁
O
鐙
鋤
昌
印
〉
・
い
Φ
〈
団
・
Q
Q
O
ゴ
O
①
旨
（
閻
飢
ω
ゆ
）
》
　
肉
ヒ
鳴
§
O
魁
鳴
ミ
恥
遮
駐
、
、
、
O
藁
㊦
婚
為
受
亀
ミ
O
鴫
ヒ
味
q
ら
O
偽
二
三
畿
O
§
〉
ヨ
ω
富
「
α
①
ヨ
”
　
Z
O
簿
ゴ
　
国
O
巳
⇔
づ
ρ
℃
Ψ

　
軽
ト
つ
一
i
恥
邸
⑩
●

○
の
鋤
昌
々
2
．
一
〇
c
Q
り
．
国
団
Φ
訪
×
餌
ユ
O
週
日
⇒
α
ω
四
〇
〇
ロ
ユ
0
　
ユ
自
ユ
⇒
α
q
閃
9
同
旨
①
P
α
脚
簿
⇔
U
一
戸
①
×
貯
　
機
㊦
節
伽
凶
⇒
瞬
．
b
o
ミ
、
貯
畿
蕊
O
、
妹
瀞
Q
　
℃
⇔
k
ら
魯
O
蕊
O
ミ
鳳
ら
　
⑦
0
9
鳴
妹
k
矯

　
恥
N
℃
朝
膳
C
O
1
㎝
α
ρ

Q
ω
麟
署
員
ユ
こ
累
●
H
⑩
Φ
O
p
ρ
巳
Q
Q
℃
『
Φ
餌
ロ
O
h
〈
δ
四
丁
　
餌
簿
①
P
賦
O
誹
　
山
β
誌
昌
σ
q
識
×
鋤
臨
O
昌
乏
び
出
Φ
村
O
鋤
伍
一
コ
登
q
㎏
鋤
℃
9
づ
Φ
ω
①
叶
Φ
メ
聲
圃
臣
幻
・
○
憎
O
昌
①
『
○
■
α
．
磯
α
④
≦
P
崔
Φ

　
閉
園
．
勺
p
ユ
『
ず
9
日
（
両
α
ω
■
y
　
、
、
O
§
鳴
ヒ
鳴
鳳
O
§
凡
醤
黛
、
N
醤
、
も
、
§
貸
嵩
O
醤
Q
O
Q
黛
軌
亀
畿
O
§
　
凡
蕊
　
辱
恥
、
q
恥
特
勘
O
き
　
四
馬
織
、
ら
鋤
　
亀
戸
職
、
門
島
職
篤
蕊
恥
．
〉
ヨ
ω
叶
①
肖
α
・

　
鋤
ヨ
”
団
尻
⑦
く
δ
『
ω
9
Φ
⇒
6
Φ
勺
q
び
罵
ω
び
Φ
『
9
勺
℃
ゆ
一
①
刈
一
一
刈
Q
◎
．

　
　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



o
O

W
　
　
　
　
　
鋤
膝
｛
駅
融
絹
脚
園
十
く
恥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
臣

O
saka，
　
N
．
　
1
990b．
　
Peripheral　

lower　
visual　
field：
　
A　
neglected　

factor．
　
Behavioral　

cS｝
　
Brain　
Sciences，

　
13，
　
555．

Osa
ka
，
　
N．
，
　
＆
　
Oda，
　
K，
　
1991．
　
Effective　

visual　
field　
size　
necessary　

for　
vertical　

reading　
during　
Japanese　

text　
processing．

　
　
β
ε
‘
”
e
tin
　
oア
the　
Psychonomic　

Society，
29，
345－
347．

Poul
ton
，
　
E　
C
．
　
1962．
　
Peripheral　

vision，
　
refraction　

and　
eye　
movements　

in　
fasL　
oral　
reading．

　
Britislt　

Jottrnal　
of　
，
Psycho－

　
　
lo
g
y，
　
53
，
　
4
09－
419
．

Prev
ic，
　
F．
　
H
．
　
1990．
　
Functional　

specialization　
in　
the　
lower　
and　
upper　
visual　
fields　
in　
humans：
　
lts　
ecologieal　

origins　
and

　
　
n
eur
ophys
iol
ogic
a
l　
i
m
pli
e
ati
o
ns．
　
Beh
a
vio
r
al　
＆
　
Br
ain　
Sciences，

　
13，
　
519－
575．

Prinz
，
　
W
．
　
198
3．
　
Asymmetric　

control　
area　
in　
continuous　

visual　
search．
　
ln　
R．
　
Groner，
　
C．
　
Menz，
　
D．
　
Fisher　
＆
　
R．
　
Monty

　
　
　
（
Eds
．
）
，
　
Eye
　
mov
e
men
t
s　
a
n
d　
P
s
ych
o
log
i
cal
　
ft｛
nctions．

　
Hillsdale：

　
Lawrence　

Erlbaum．

Rayne
r，
　
K
．
　
19
75
．
　
T
h
e　
p
e
rce
p
tua
l
　
sp
a
n　
a
n
d　
p
e
rip
h
eral　
cues　
in　
reading．

　
Cognitive　

Psychology，
　
7，
　
65－
81．

Rayner
，
　
K
．
　
198
4．
　
Visual　
selectjon　

in　
reading，

　
pict
ure　
perception，

　
and　
visual　
search：
　
A　
tutorial　

review．
　
ln　
H．
　
Boutna　
＆

　
　
P．
　
G．
　
Bo
uwhuis　

（
Eds．
）
　
Attention　

（
S｝
　
Performance．

X，
　
Hlllsdale：

　
Lawrence　

Erlbaum　
Associates，

　
Pp．
　
67－
96．

R
ay
n
e
r
，
　
K．
，
　
＆
　
Bertera，

　
J．
　
H．
　
1979．
　
Reading　

whitout　
a　
fovea．
　
Science，

　
206，
　
468－
469．

R
ay
n
e
r
，
　
1〈
．
，
　
＆
　
Fisher，

　
D．
　
L．
　
1987a．
　
Letter　

processing　
during　

eye　
fixations　

in　
visual　

search．
　
PercePtion　

＆
　
Ps＞
，
choPhJ，

sics，

　
4
2
，
　
87
－
10
0
．

Rayner，
　
1〈
．
，
　
＆
　
Fisher，
　
D．
　
L．
　
1987b．
　
Eye　
movements　

and　
the　
perceptua！

　
span　
during　
visual　
search．
　
ln　
1〈
．
　
O’
Regan　
＆
　
A．

　
　
L
evy
－
Sc
hoe
n　
（
E
ds．
）
　
Ey
e
　
7n
o
vem
e
nts
：
　
Fr
o
m　
P
h
ysiology　

to　
cognition，

　
Amsterdam：

　
North　
Ho｝
land，
　
Pp．
　
193－
302．

Rayner
，
　
K．
，
　
Mc
Con
k
ie，
　
G．
　
W
．
，
　
＆
　
Zo
l
a，
　
D
．
　
1980．
　
lntegrating　

information　
across　
eye　
movements．

　
Cognitive　

Psychology，

　
　
」
2
，
　
2e6－
22
6．

R
ayner，
　
K．
　
＆
　
Pollatsek．

　
A．
　
1989．
　
The　
Psychology　

of　
reading．

　
Prentice　

Hall：
　
Englewood　

Cliffs，

騒
暑
擁
費
（
耀
）
「
ぺ
判
「
誌
ど
e
縄
嘱
鱒
鏑
癬
・
＄
＄
網
曖
。



武
政
太
郎
、
一
九
三
九
、
読
書
の
心
理
、
培
風
館
。

田
中
廣
吉
、
一
九
一
六
、
言
語
及
読
方
の
基
本
的
研
究
、
目
黒
書
店
（
四
四
〇
一
五
九
六
ぺ
！
ジ
）
。

≦
崖
㌶
ヨ
9
野
旨
■
一
㊤
G
。
ひ
。
．
O
o
σ
q
銘
銘
く
Φ
δ
巴
動
巳
夢
Φ
旨
琴
酔
陣
§
巴
節
Φ
錠
。
胎
乱
Φ
≦
●
驚
ミ
§
黛
鳶
、
ミ
、
ミ
勲
ミ
”

芝
o
a
≦
o
算
F
幻
．
ω
．
一
Φ
ω
o
。
’
肉
執
鷺
識
§
§
ミ
N
笥
聴
ぎ
ミ
吋
ド
Z
Φ
≦
団
。
爵
”
踏
9
戸

山
本
三
吾
、
一
九
三
五
、
読
書
と
眼
球
運
動
に
就
て
の
一
実
験
、
心
理
学
研
究
、
一
〇
、
七
七
三
一
七
八
七
。

O
c
o
ω
I
O
O
卜
a
●
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注（
1
）
　
統
語
的
、
語
彙
検
索
的
或
い
は
意
味
的
処
理
の
過
程
。

（
2
）
　
厳
密
に
い
え
ば
二
重
性
は
触
覚
器
官
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
。

（
3
）
　
読
み
の
眼
球
運
動
は
、
ス
ム
ー
ズ
で
連
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
平
均
％
秒
程
度
の
凝
視
停
留
時
間
と
サ
ッ
ヶ
i
ド
運
動
の
二
つ
の
成
分
か
ら

　
　
な
り
、
非
連
続
な
運
動
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。
日
常
生
活
で
は
、
眼
球
運
動
の
八
六
％
は
視
角
に
し
て
一
五
度
以
内
で
あ
る
と
い
う
（
b
d
餌
三
鳳
ミ

　
　
ミ
こ
一
⑩
δ
）
。

（
4
）
　
U
o
同
①
鑓
一
（
一
〇
Q
。
b
。
）
は
長
期
間
制
限
視
野
下
で
生
活
す
る
と
遠
近
、
前
後
な
ど
の
奥
行
情
報
が
失
わ
れ
、
空
間
定
位
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
報

　
　
焦
し
て
い
る
。
地
上
歩
行
生
物
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
身
体
の
一
部
（
鼻
梁
、
腕
な
ど
）
が
下
半
周
辺
視
野
の
縁
に
見
え
て
い
る
こ
と
が
生
態
学

　
　
的
に
重
要
で
あ
る
（
○
ω
p
訂
し
Φ
⑩
O
…
勺
冨
乱
ρ
一
〇
⑩
O
）
。

（
5
）
　
中
心
視
と
周
辺
視
は
、
主
体
の
見
方
に
基
づ
く
分
類
で
は
、
直
接
視
（
蝕
冨
9
〈
聾
象
）
・
間
接
視
（
冒
象
話
簿
く
一
ω
δ
p
）
、
注
意
や
対
象
の
方

　
　
向
に
基
づ
く
分
類
で
は
、
焦
点
視
（
暁
O
O
P
一
　
く
一
ω
一
〇
づ
）
・
周
囲
視
（
拶
ヨ
三
Φ
馨
訊
ω
δ
p
）
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
6
）
　
網
膜
の
中
心
部
と
周
辺
部
で
は
情
報
検
出
の
晴
空
聞
特
性
が
異
な
り
、
系
統
発
生
的
に
も
個
体
発
生
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
機
能
を
担
っ
て

　
　
い
る
。
そ
の
意
味
で
中
心
視
と
周
辺
視
と
い
う
二
つ
の
視
覚
系
は
相
互
に
補
完
的
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
錐
体
細
胞
の
分
布
密
度

　
　
の
高
い
中
心
視
は
視
力
や
色
彩
弁
別
に
優
れ
、
桿
体
細
胞
の
多
い
周
辺
視
は
明
暗
の
弁
別
に
優
れ
る
。
視
野
と
大
脳
皮
質
の
視
覚
前
野
な
ど
と
の

　
　
対
応
関
係
を
神
経
生
理
学
的
に
検
討
し
た
最
近
の
知
見
か
ら
も
、
中
心
と
周
辺
視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
、
形
態
視
と
空
間
視
の
二
つ
の
視
覚
系
を
形
成

　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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折
口
学
研
…
究
　
　
第
五
｝
臼
五
十
八
口
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
山
ハ

　
　
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
こ
こ
で
い
う
固
定
窓
は
、
眼
球
運
動
と
連
動
し
て
い
な
い
窓
の
意
味
で
あ
る
。

（
8
）
　
移
動
窓
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
小
田
浩
一
氏
（
国
立
特
殊
激
育
総
合
研
究
所
）
、
文
字
カ
ウ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
縦
テ
キ
ス
ト
表
示
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
は
薩
田
宏
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

（
9
）
　
移
動
窓
の
大
き
さ
は
視
角
で
は
な
く
、
表
示
文
字
数
で
表
現
す
る
場
合
が
多
い
（
竃
。
ほ
一
ω
8
卸
菊
ゆ
巻
Φ
び
お
。
。
ド
）
。
凝
視
点
（
移
動
中
心
点
）

　
　
は
移
動
窓
の
範
囲
内
で
徴
由
に
設
定
可
能
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
凝
視
点
か
ら
下
方
向
に
の
み
一
〇
文
字
を
常
に
切
出
し
て
表
示
す
る
よ
う
な
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

（
1
0
）
　
テ
キ
ス
ト
は
内
容
の
等
質
性
を
考
慮
し
て
、
中
学
第
三
学
年
の
国
語
教
科
書
か
ら
採
用
し
た
。
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
平
均
漢
字
（
敏
育
漢
字
）

　
　
含
有
率
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
数
は
全
部
で
一
八
（
各
三
五
二
文
字
の
大
き
さ
）
で
、
テ
キ
ス
ト
聞
の
意
味
的
文

　
　
脈
が
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
分
散
分
析
の
結
果
窓
の
効
果
（
両
（
μ
＄
①
）
n
は
メ
ご
埼
O
〈
ρ
O
H
）
に
の
み
有
意
な
効
果
が
認
め
ら
れ
、
個
人
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
1
2
）
　
句
読
点
も
一
文
字
と
し
て
扱
う
。

（
1
3
）
　
切
抜
き
簡
便
窓
を
屠
い
た
報
告
で
は
、
三
一
五
文
字
（
神
部
、
　
一
九
八
九
）
、
視
野
制
去
な
し
の
条
件
を
用
い
た
報
告
で
は
、
五
・
八
文
字

　
　
（
○
ω
鋳
璽
μ
O
Q
。
O
）
な
ど
の
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
後
老
で
は
、
読
み
得
た
文
字
数
を
凝
視
点
数
で
割
る
こ
と
に
よ
り
、
一
凝
視
当
り
の
知
覚
し

　
　
得
る
字
数
を
算
出
す
る
手
続
が
と
ら
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
読
み
の
速
度
を
指
標
と
し
た
資
料
で
は
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
で
約
一
一
一
七
文
字
（
穿
ω
q
瞬
時
ω
鉱
岱
2
H
Φ
刈
G
。
…
○
。
・
p
冨
殖
お
。
。
刈
）
（
平
仮
名
の

　
　
み
の
表
記
で
は
そ
の
約
半
分
）
（
○
ω
巴
§
お
。
。
日
）
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
平
仮
名
と
漢
字
の
処
理
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
○
紹
冨
（
お

　
　
⑩
O
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
5
）
　
非
対
称
性
の
量
的
指
標
と
し
て
、
こ
こ
で
は
次
式
に
よ
る
比
を
考
案
し
、
以
下
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
非
対
称
性
比
聾
（
凝
視
点
よ
り

　
右
の
有
効
字
数
）
／
（
凝
視
点
よ
り
左
の
胸
効
字
数
）
、
優
し
単
位
は
文
字
数
。
比
が
一
の
晴
は
対
称
、
～
よ
り
小
の
暗
は
左
に
、
火
の
蒔
は
右
に

　
　
そ
れ
ぞ
れ
非
対
称
と
な
る
。
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（
1
6
）
　
横
読
み
（
左
か
ら
右
方
向
）
の
場
合
は
左
に
一
一
二
文
字
、
右
に
二
i
三
文
字
、
縦
読
み
の
場
合
は
下
方
向
に
も
う
少
し
広
が
る
傾
向
が
あ
り
、

　
　
同
様
の
非
対
称
性
が
認
め
ら
れ
た
。

（
1
7
）
　
勺
ω
O
で
は
空
白
に
続
く
前
置
詞
、
接
続
詞
、
冠
詞
な
ど
、
語
長
が
短
く
、
冗
長
な
品
詞
は
読
み
飛
ば
し
て
も
、
O
ω
O
で
文
脈
か
ら
意
味
が
回

　
　
復
可
能
（
吋
Φ
O
O
〈
①
『
P
び
一
①
）
で
あ
る
と
す
る
（
O
．
c
。
①
）
。
つ
ま
り
、
冗
長
度
の
高
い
機
能
語
は
統
語
的
知
識
に
基
づ
く
概
念
駆
動
型
処
理
に
よ
り
回

　
　
復
可
能
な
の
に
対
し
、
冗
長
度
が
低
く
語
長
の
長
い
内
容
語
は
デ
ー
タ
駆
動
型
処
理
に
よ
り
逐
次
的
に
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
一
般
的
に
は
、

　
　
冗
長
度
の
高
さ
と
有
効
視
野
の
広
さ
は
正
の
相
関
を
も
つ
。

（
1
8
）
　
自
由
視
野
の
場
合
、
周
辺
視
野
が
広
い
た
め
、
特
に
行
頭
や
行
宋
で
の
眼
球
の
停
留
特
性
が
移
動
窓
の
場
合
と
異
な
る
。
ま
た
、
戻
り
読
み
や

　
　
行
闘
移
動
に
も
相
違
が
認
め
ら
れ
、
お
お
よ
そ
の
推
定
値
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

（
1
9
）
　
句
読
点
な
ど
の
区
切
り
記
号
は
、
文
宋
や
文
節
な
ど
の
区
切
り
を
示
す
記
号
で
あ
り
、
こ
れ
は
英
語
に
も
日
本
語
に
も
あ
る
が
、
単
語
問
に
空

　
　
白
を
入
れ
る
習
慣
は
現
代
の
日
本
語
に
は
存
在
し
な
い
。

（
2
0
）
　
文
字
の
視
覚
的
複
雑
性
を
心
理
学
的
に
評
価
す
る
に
は
種
々
の
方
法
が
あ
る
が
、
筆
者
は
ス
ト
ロ
ー
ク
数
の
異
な
る
平
仮
名
や
漢
字
に
つ
い
て

　
　
空
閲
フ
ィ
ル
タ
を
か
け
る
と
い
う
画
像
処
理
の
方
法
を
用
い
て
評
価
を
試
み
た
。
空
寝
周
波
数
は
視
覚
一
度
当
り
の
正
弦
波
で
表
現
さ
れ
る
明
暗

　
　
縞
の
数
で
現
わ
さ
れ
、
空
間
郷
長
度
の
指
標
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
一
文
字
当
り
の
空
聞
周
波
数
を
サ
イ
ク
ル
の
単
位
で
用
い
る
。
明
瞭
な

　
　
文
字
は
高
い
空
間
周
波
数
成
分
の
寄
与
が
大
き
い
が
、
徐
々
に
高
い
周
波
数
成
分
を
減
衰
さ
せ
る
と
、
文
字
は
低
い
周
波
数
成
分
の
み
が
優
位
に

　
　
な
り
ボ
ヶ
の
程
度
が
増
加
す
る
。

（
2
1
）
　
U
℃
型
と
O
型
は
画
像
に
ボ
ヶ
（
平
均
化
あ
る
い
は
積
分
演
箕
）
を
与
え
る
フ
ィ
ル
タ
で
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
ト
・
オ
フ
周
波
数
（
9
）
と
空
閲
定

　
　
数
（
ω
。
）
で
定
ま
る
（
例
で
は
、
。
h
は
八
、
。
・
。
は
一
）
。
り
O
型
は
画
像
の
明
暗
変
化
部
を
鮮
鋭
化
（
微
分
演
箪
）
す
る
し
型
に
G
型
を
併
せ
た

　
　
も
の
。
無
（
視
角
一
度
当
り
の
縞
周
波
数
単
位
）
は
低
い
程
、
。
ω
（
標
準
偏
差
値
、
画
素
単
位
）
は
大
き
い
程
観
察
さ
れ
る
ボ
ケ
は
増
加
す
る
。

　
　
い
ず
れ
も
二
次
元
空
間
フ
ィ
ル
タ
で
あ
り
、
画
像
処
理
に
は
ト
。
㎝
①
x
謡
①
の
大
き
さ
の
画
素
（
濃
淡
二
五
六
レ
ベ
ル
）
を
用
い
、
画
像
の
フ
ー
リ

　
　
エ
変
換
像
と
空
問
フ
ィ
ル
タ
と
を
畳
み
込
み
積
分
し
、
そ
の
逆
フ
ー
リ
エ
変
換
像
を
得
た
。

（
2
2
）
　
平
均
正
反
応
率
は
、
ボ
ケ
の
程
度
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
場
合
、
観
察
者
が
全
試
行
中
、
五
〇
％
だ
け
正
し
く
漢
字
や
仮
名
が
識
別
で
き
る
点

　
　
　
読
み
の
精
神
物
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
に
対
応
す
る
焦
や
ω
o
の
値
を
さ
す
。

（
2
3
）
　
日
本
語
と
英
語
の
表
記
の
最
も
大
き
な
相
違
は
英
語
で
は
、
単
語
闘
に
空
白
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
分
か
ち
書
き
な
ど
の
特
殊
例

　
　
を
除
け
ば
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
は
一
般
に
句
点
は
定
ま
る
が
、
読
点
の
打
ち
方
に
は
特
に
規
則
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
を

　
　
全
く
の
仮
名
で
表
現
す
る
と
、
非
常
に
読
み
に
く
い
。

（
1
」
2
）
　
認
中
は
ま
た
、
横
読
み
の
諸
利
点
を
云
々
す
る
な
ら
ば
、
縦
読
み
が
頭
部
運
動
（
横
よ
り
縦
方
向
に
運
動
し
易
い
）
で
利
点
を
も
つ
こ
と
も
配

　
　
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
2
5
）
　
¢
⊆
畠
（
お
O
o
。
）
は
日
本
語
の
縦
読
み
の
利
点
と
し
て
、
眼
が
語
を
縦
割
り
に
読
め
る
点
を
あ
げ
て
い
る
。
漢
字
の
場
合
、
偏
や
労
な
ど
の
左
右

　
　
構
成
都
が
縦
割
り
の
読
み
の
方
向
で
処
理
し
易
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
お
さ
か
・
な
お
ゆ
き
　
京
都
大
学
文
学
都
〔
心
理
学
〕
助
教
援
）



Cognitive　Psychophysics　of　Reading：　Effective　Visual　Field

　　　　　　　　　　　　　　　　　Size　Necessary　for　Reading

　　　　　　　　　　　　　by　Naoyuki　Osaka

Associate　Professor　of　Psychology

　　　　　　　　　　　　　Faeulty　of　Letters

　　　　　’　Kyoto　University

　　Recent　reviews　of　the　role　of　eye　movement　durlng　text　reading　indicate

that　an　analysis　of　saccade　length　and　fixation　duration　would　be　a　useful

tool　for　understanding　cognitive　processing　during　reading．

　　The　effective　visual　field　ls　the　region　from　which　we　can　obtain　useful

information　during　each　eye　fixation　and　it　is　known　to　be　relatively　small．

In　that　sense，　this　small　region　is　called　window　of　consciousness　during

reading．　Many　of　the　printed　words　and　characters　are　seen　during　a　fixation

only　in　the　sense　that　the　reader　knows　that　some　wordlike　object　is　in　a

given　location．　We　take　the　details　extracted　from　several　fixations　and

integrates　them三nto　a　perception　that　the　detai正from　a　wide　area　is　seen

on　each　fixation．　’
　　The　size　of　the　effective　field　of　view　was　estimated　using　the　moving

wlndow　technique　in　which　a　kind　of　field　restriction　technlque　was　used．

The　moving　window　technique，　as　compared　w1コ口　static　window　technique，

involves　highly　sophisticated　real－time　feedback，　and　provide　the　most

defin圭tive　informat三〇n　about　the　s三ze　of　the　effective　v三sua至field　size　during

Tea（ling．　We　found　that　kanji－based　text　has　a　wider　effective　visual　field

size，　i．　e．，　5　to　6　characters，　necessary　for　reading　than　hirakana－only　text．

The　wider　span　is　consistent　with　the　longer　saccade　length　for　kanji－based

text．

We　also　studied　detectign　of　isolated　kanji　and　hirakana　uslng　spatial

filtering　techniques，　i．e．，　Gaussian，　Laplacian－Gaussian　and　low－pass，　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3



found　that　the　space　constant　required　for　detection　was　larger　for　hirakana

than　for　kanji．　Moreover，　the　critical　spatial　frequency　bandwidth　required

for　hirakana　was　found　to　be　lower　（2　cycles／character）　than　for　kanji

（4－8　¢／c）．

　　The　resu！ts　show　that　kanji　and　hirakana　are　detected　in　different　ways

in　the　early　stages　of　visual　processing．　lt　is　assumed　that　native　Japanese

has　a　character－dependent　dual　strategy　for　computing　the　saccade　length

and　fixation　duration　to　the　next　word　in　the　parafovea　during　reading．

　　As　respects　reading　direction，　there　is　some　physiological　ground　to　believe

that　a　horizontal　text　reading　may　be　better　than　vertical　text　reading：

visual　acuity　falls　off　rapid！y　in　the　vertical　direction　than　in　the　horizontal

direction．　However，　the　fact　that　no　directional　advantage　of　horizonta！　over

vertical　reading　suggests　that　this　physiological　ground　may　have　a　negligible

effect　on　reading　Japanese　texts．

　　Other　related　issues　such　as　asymmetry　of　effective　visual　field，　visual

search　guidance，　and　linguistic　aspects　of　kanji　and　hirakana　are　discussed

in　terms　of　cognitive　psychophysics　of　reading．
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